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都市計画道路盛岡駅本宮線 杜の大橋（第Ⅱ期）工区 

７径間連続 PC 箱桁橋の張出し架設工が進んでいます！ 

一級河川北上川水系 雫石川 
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杜の大橋は、計画 4 車線のうち、2 車線での暫定形で平成 18 年度に供用を開始しました。盛

南地区の土地区画整理事業の完了や国道 46 号盛岡西バイパスの開通に伴い増加した交通量の

渋滞緩和や、災害時における輸送路の確保を目的として４車線化の工事を進めています。 

都市計画道路盛岡駅本宮線杜の大橋上部工工事（橋長 L=494.0m（７径間連続 PC 箱桁橋））

は令和３年３月に契約、令和３年 10 月に着工し、令和５年１月からは張出し架設工が始まりま

した。３月現在、P2、３、４の３橋脚で張出し架設工を進めています。 

 

 

 

 
                                  

 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 現場での ICT 技術の活用 

   当現場では、橋梁架設 CIM システムを活用した工事管理の自動化・省力化に取り組んでいま

す。 

    橋梁の張出し架設工法では、コンクリートの品質管理に加えて、移動作業車の移動・設置、

プレストレス導入時の PC 鋼材の緊張管理、橋面高さに係る上げ越し管理及び桁断面形状の出

来高管理を繰り返し行う必要があります。 

これまでは、これらの管理に多くの時間と労力が費やされてきましたが、自動化された管理

システムとクラウドなど情報通信技術を融合した「T-CIM/Bridge」※の導入により、自動化・

省力化が図られ、施工品質、生産性及び安全性の更なる向上が期待できます。 

※ 本工事受注者の大成建設㈱が構築 

杜の大橋上部工工事を進めています！ 

都市計画道路盛岡駅本宮線 杜の大橋（第Ⅱ期）工区 

盛岡広域振興局土木部 

 

全景（令和 5 年 2 月末） 張出し架設工 施工状況（P２橋脚） 

7径間連続 PC箱桁橋 

平面図 

至 盛岡駅 

至 本宮 

P1 P２ P3 P4 P5 P6 
A1 A2 
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◆ 建設 DX 現場見学会の開催 

   令和５年２月 28 日（火）、国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所と合同で、次世代

を担う技術者である岩手大学理工学部システム創成工学科３年生約 70 名を対象とした建設

DX 現場見学会を開催しました。見学では、施工中の P3 橋脚柱頭部に上がり橋梁の架設工事

の進捗状況や先進の施工管理技術である「T-CIM/Bridge」の４つのシステムについて説明し、   

学生からは「今後の研究や就職活動に向けて、施工現場への理解が深まった。」との意見をいた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 T-CIM/Bridgeのシステム構成 

現場の最新情報は盛岡広域振興局土木部のホームページにも掲載中 

 ⇒ https://www.pref.iwate.jp/morioka/doboku/1012579.html 
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平成 24 年度から令和 2 年度にかけ、県と陸前高田市が整備を行った「川原川・川原川公園」が、

2022 年度土木学会デザイン賞の最優秀賞を受賞しました。 

 土木学会デザイン賞は、公益社団法人土木学会景観・デザイン委員会が主催する顕彰制度で、周

辺環境や地域と一体となった景観の創出や保全を実現した土木構造物や公共空間、及びその実現に

貢献した関係者の顕彰を行っているものです。本顕彰制度の最高賞である最優秀賞の本県の受賞は、

昨年度の「高田松原津波復興祈念公園 国営追悼・祈念施設」に引き続き 2 年連続です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真①（提供：㈱吉村伸一流域計画室） 

「川原川・川原川公園」が土木学会デザイン賞【最優秀賞】を受賞しました！  
沿岸広域振興局土木部 大船渡土木センター 

震災からの復興に向け、県は川原川の河川改修事業を平成 24 年度

に着手し、市は市街地の嵩上げとともに川原川公園の整備を平成 31

年度に着手しました。嵩上げされた街と従来の地盤高さを流れる川を

つなげるため、㈱吉村伸一流域計画室の吉村伸一氏にデザイン監修を

依頼し、県と市が合同会議で調整しながら計画策定を行い、川原川と

川原川公園を一体的な空間としてデザインしました。 

造成盛土により、8～9ｍと震災前の約 3 倍深くなった川を身近な

生活空間に転換するデザインが当該地区のデザインの核となってお

り、深さを感じさせない、川がつくる複雑な形と生き物の賑わい、 

川から見える氷上山の眺望等を統合した結果として、そこには川と公園の空間としての境界はな

く、川でもあり公園でもある空間が構築されています。 

この空間が誕生した背景として、地域住民の力強い「川原川愛」の後押しにより、河川敷内の

植樹、潜り橋、管理橋などの設置を河川管理者である県が行ったことが挙げられます。 

公園完成後すぐに高田保育所の子供たちが遊びはじめ、川の中での生き物探しなど幼児教育の

フィールドとしても利用されています。川原川ファンクラブや地元住民による草刈りや、紙芝居、

川原川の歌などの「川原川で遊ぼう」活動など、かつての子供たちの暮らしを今の子供たちに継

承し、将来に夢を与える川づくりとなっており、市民にとても親しまれている点や、空間デザイ

ンなどが高く評価されました。 

今後も多くの方に利用される施設で在り続けるよう維持管理などに努めていきます。 
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川原川・川原川公園の解説図

ここが川原川!

《位置図》

アバッセ
まちなか広場

本丸公園

陸前高田駅

市役所

下和野団地

市民文化会館

南に行くと復興祈念公
園・高田松原へ…

第一野球場
運動公園にも近い

川原川にいくときは市民
文化会館の駐車場を使っ

てOKですよ

大船渡方面

潜り橋

正面階段

お花見ができる
「サクラの苑」

川に近づきやすい!

震災前の道路の形に
あわせて木を並べて

います

「並杉橋」

「館の沖橋」
橋の下にも広いス
ペースがあります

保全された震災前か
らの河畔林

福島・三春の滝桜

「川原橋」

「光照寺橋」

「和野橋」

いざないの水辺
祈念公園からまちな
かに迎え入れるエリ

アです

潜り橋

潜り橋×3
（震災前に橋があった場所に

かかってます）

ボール遊びなどができ
る舗装広場

にぎわいの水辺
まちなかと連携したイベント
等も想定したエリアです（サ
クラの苑でお花見も!）

暮らしの水辺
周囲に宅地が配置され、暮
らしと一体的な風景となる
エリアです。震災前の樹木
も保全されています。

記憶の水辺
かつての川原地区の中心
だった場所であり、潜り
橋がその記憶を伝えるエ

リアです

草ソリもできる
「ミニ氷上山」

昔ながらの石積みの護岸
→☆や♡の石も!!

2021.12 陸前高田市都市計画課

保全したケヤキ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

写真②（提供：川原川ファンクラブ 菊池純一氏） 

川原川公園／陸前高田市ホームページ (city.rikuzentakata.iwate.jp) 

写真① 

写真② 
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を策定しました！

 建設技術振興課 

 令和５年３月、今後４年間（Ｒ５～Ｒ８）を計画期間とする「いわて建設業振興中期プラン 2023」

を策定しました。 

 県内建設業は、高齢化が進行し、今後見込まれる大量退職による担い手の不足が深刻となってい

ます。その一方、地域の建設企業は、社会資本整備のほか、災害時における対応等の重要な役割を

担っています。このプランは、県内建設業が取り巻く社会経済情勢の変化においても、地域から期

待される役割を将来にわたって果たしていけるよう、目指すべき姿を明らかにし、その実現のため、

県、建設企業、建設業団体が中期的に取り組む内容を示すものです。 

 下記の県ホームページにて詳しい情報を公表しています。 

 https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/1024603/1019205/index.html 

＜いわて建設業振興中期プラン 2023 の概要＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

  

  

  

 課題 

 地域の建設企業が目指すべき姿 

課題１ 若者や女性等の担い手の確保・育成 

課題２ 働き方改革の推進 

課題３ 生産性の向上 

課題４ 社会経済情勢の変化に応じた経営力の強化 

課題５ 頻発する自然災害等への体制の確保 

課題６ 建設投資額の確保 

～県民の豊かで安全・安心な暮らしを創り、守る、 
      県民の幸福の追求をしっかりと支える建設企業～ 

 目指すべき姿を実現していくための６つの施策 
 

【施策１】 

《重点事項》 

 

【施策２】 

 

【施策３】 

 

【施策４】 

 

【施策５】 

【施策６】建設投資額の確保 

担
い
手
の
確
保
・
育
成 

働
き
方
改
革
の
推
進 

生
産
性
の
向
上 

経
営
力
の
強
化 

自
然
災
害
等
へ
の
体
制
の
確
保 

各施策における取組の一例 

【施策１】 

いわて建設業みらいフォーラム 

【施策２】 

週休二日制普及促進キャンペーン 

【施策３】 

ＩＣＴ建機の操作研修会 

【施策５】 

鳥インフルエンザ防疫対応訓練 

公共事業予算の要望活動 

【施策４】 

優良県営建設工事表彰 

【施策６】 

インフラ施設の計画的な長寿命化の実施 
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一般国道 107 号大石地区災害技術報告会を開催しました 
県南広域振興局土木部 北上土木センター 

地すべり災害の発生により、令和 3 年 5 月から全面通行止めとしていた国道 107 号大石地区におい

て、発災直後から実施した応急復旧工事により、令和４年 11 月 30 日（水）から仮橋による迂回路の

供用を開始したところです。 

今回、この供用開始を一つの節目とし、当該事業に携わった発注者・設計者・施工者による技術報告

会を行い、土木技術者の技術向上を図りましたので概要を報告します。 

■報告会の概要                                         

日 時 ： 令和５年３月８日（水） 13：30～16：40 

対 象 ： 土木技術系職員（県、市町村等）、技術系コンサルタント、建設業者、他 

参加者 ： 225 名 

その他 ： オンライン会場（北上サブ会場、西和賀会場及び配信を希望する会場）に対して Web 配

信を行いました。 

■報告会の様子                                         

1 事業経過報告 

（北上土木センター所長 及川郷一） 

発災時の対応、有識者との会議や地元住民に対する説 

明会による情報共有、専門家からの技術的助言に基づく 

応急工事の実施、仮橋の施工及び供用開始など、発災直 

後から現在に至るまでの経過を報告しました。 

 

2 調査編・設計計画編 

㈱基礎地盤コンサルタンツ東北支社 地質技術部 部長    杉山直人 

設計部 技術副統括部長 秋元隆司 

調査観測結果を基にしたすべり面や地すべり発生のメカニズムの特定、観測結果にもとづく初期条

件の設定や安定解析を踏まえた応急押え盛土の検討、地すべりを迂回する仮設の設計について報告さ

れました。 

 

  

路面変状状況 
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国道 107 号大石地区のライブカメラや 
通行規制状況などがまとめて確認可能な 
総合情報ページを開設しています！ 
URL：http://www.douro.com/kitakamidoboku/r107/ 
 

3 応急仮設工事 応急盛土編 

（㈱小原建設工務部 技術課長補佐兼技術係長 新田淳一） 

早期施工が可能な工事用道路の検討及び大型重機の 

手配などの工期短縮の取組が報告されました。 

 

4 応急仮設工事 仮橋製作編 

（㈱中央コーポレーション 技術部 次長 日下徹） 

工期短縮のための長尺化、長尺資材の運搬経路の検討、 

現場状況の変化に対応した搬入計画の調整などの取組が 

報告されました。 

 

5 応急仮設工事 仮橋架設編 

   ㈱小田島組・㈱たかしん興業特定企業体  

㈱小田島組 工務本部 部長 柳田浩司 

橋脚の水上施工時期が限られており、ダム水位の影響 

が大きいことから、積雪 3 ｍの除雪をして現場入りの前 

倒しや施工方法の見直しで工程を短縮することにより、 

積雪期前に仮橋を開通するための取組が報告されました。 

 

6 仮橋運用計画等 

 （北上土木センター西和賀出張所 技師 下久根洋昌） 

仮橋の運用について、通行規制基準や、県土木・道路 

維持修繕業者・除雪業者を交えた体制確立などの取組を 

報告しました。 

 

報告会の最後には、内記西和賀町長から大石地区災害復 

旧事業に携わっている方々へ、「早期に交通再開していた 

だいたことに感謝申し上げます。」など、御礼の言葉をい 

ただきました。 

国道 107 号大石地区災害復旧事業は、令和 8 年度の完 

了を目指し、新橋梁の下部工工事及びトンネル築造工事等 

を進めております。引き続き、早期完成を目指して取り組 

んでまいります。 

 

 

仮橋供用開始状況 (R4.11.30 撮影) 

 以下のページで、一般国道 107 号西和賀町大石地区にお

ける「国道 107 号おおいし情報（かわら版）」など災害復旧

の状況やこれまでの対応状況について公表しています。 

https://www.pref.iwate.jp/kennan/kita_doboku/1043155/index.

html 

 

 
 
 

応急盛土工完成 (R4.５撮影) 

応急盛土現場状況 
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「いわてサイクルステーション」に宮古駅など 

新たに 25 施設を登録しました！！ 

～ 春のシーズンに向けてサイクリング環境が充実 ～ 

道 路 環 境 課 

岩手県では、岩手県自転車活用推進計画に基づき、サイクリストなどの自転車利用者へ提

供するサービスの充実を図り、本県における自転車を活用した観光振興等を促進することを

目的として、サイクルラック設置等の所定の要件を満たす施設を「いわてサイクルステーシ

ョン」として登録する制度を令和４年４月１日からスタートしています。 

今回、春のサイクリングシーズンを前に、新たに 25 施設から登録申請を受け、３月 28

日に一括して登録を行い、県内の登録数は全 58 施設となりました。 

今回の登録では、「遠野風の丘」や「平泉」など６箇所の道の駅や、花巻広域公園など３箇

所の県立都市公園のほか、鉄道駅として初めて「宮古駅」を登録しています。 

「いわてサイクルステーション」は、岩手県自転車活用推進計画に基づき検討を進めてい

る複数市町村に跨る広域的なサイクリングルートの休憩施設としても位置付けられるもの

であり、今後とも登録を促進し、自転車を活用した観光振興等に取り組んでいきます。 

■いわてサイクルステーション登録施設マップ(R5.3.28 時点) 
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美しい県土づくりＮＥＷＳ 2023 年３月号 

 
登録番号 市町村 施設名 施設から一言 施設の種類 登録番号 市町村 施設名 施設から一言 施設の種類

第34号 二戸市
カダルテラス

金田一
金田一温泉でゆっくりと

癒されて下さい！
宿泊 第47号 宮古市 湯ったり館

お風呂とサウナがおすす
めです！

宿泊

第35号 遠野市
道の駅

「遠野風の丘」
展望デッキから眺める風

景がおすすめ！
道の駅 第48号 北上市

おでんせプラザ
ぐろーぶ

きたかみ新城ロード100
のスタート地点です！

観光・公共
施設等

第36号 平泉町
道の駅

「平泉」
世界遺産、浄土の世界を

体感してください！
道の駅 第49号 北上市

展勝地
レストハウス

手搗きの展勝地もちをご
賞味ください！

観光・公共
施設等

第37号 大槌町 チャリカフェ
チャリカフェはチャリ

ダーの羅針盤！
飲食・物販 第50号 北上市

くろいわ
産地直売所

採れたて野菜の産直やお
滝さんに寄ってって！

飲食・物販

第38号 雫石町
御所湖

広域公園
花と御所湖と岩手山と一

緒にひと休み
観光・公共

施設等
第51号 北上市

さらきの里
ふれあいセン

ター

更木の桑茶、くわソフト
クリームがおススメ！

飲食・物販

第39号 花巻市
花巻

広域公園
自然に親しみゴルフ・テ

ニスを楽しめます
観光・公共

施設等
第52号 北上市

北上市役所
和賀庁舎

巨木めぐりサイクリング
コースはここから！

観光・公共
施設等

第40号 陸前高田市
高田松原

津波復興祈念
公園

震災復興・伝承ライドの
拠点に！

観光・公共
施設等

第53号 北上市
ふるさと体験館

「北上」
宿泊、日帰り入浴、食堂

ご利用ください！
宿泊

第41号 陸前高田市
道の駅

「高田松原」
復興祈念公園の散策もお

すすめです
道の駅 第54号 北上市

サンシャインス
タイルビレッジ

ひまわりソフトクリーム
が絶品です！

宿泊

第42号 西和賀町
道の駅

「錦秋湖」
季節で変わる「湯田ダム

カレー」で一息！
道の駅 第55号 北上市 鬼の館

全国でも珍しい「鬼の博
物館」です！

観光・公共
施設等

第43号 宮古市
宮古駅

((一社)宮古観光
文化交流協会)

宮古市の中心拠点！市街
地へのアクセスに！

観光・公共
施設等

第56号 北上市 Cota Café
ブルーベリーを使ったメ

ニューがおすすめ！
飲食・物販

第44号 宮古市
道の駅

「みやこ」
観光拠点「出崎ふ頭」は

楽しみ盛り沢山！
道の駅 第57号 北上市

ミッシェル北上
店

休憩においしいパンをど
うぞ！

飲食・物販

第45号 宮古市
浄土ヶ浜

レストハウス
目の前に広がる浄土ヶ浜
をお楽しみください！

飲食・物販 第58号 北上市
バイク・リブリ

ス
トラブル、修理お気軽に

ご相談ください！
飲食・物販

第46号 宮古市
道の駅

「たろう」
休憩・食事・おやつ・道

路情報と便利です！
道の駅

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和５年３月 28 日登録施設(25 施設) 

 

【問い合わせ先】岩手県 県土整備部 道路環境課 

TEL：019-629-5878 Email：AG0004@pref.iwate.jp 

【いわてサイクルステーション登録制度】 

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/douro/bicycle/1053036.html 

【いわてサイクルステーション登録施設】 

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/douro/bicycle/1056174.html 

■主な登録施設の概要 
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美しい県土づくりＮＥＷＳ 2023 年 3 月号 
 

東日本大震災津波における住宅復興について 
建築住宅課 

 
 

 

 

 

 

 

 

 建築住宅課ではこれまで、応

急仮設住宅13,984戸の建設、

災害公営住宅 5,833 戸の整備

や、戸建住宅自力再建に係る

様々な支援等、被災者の皆様の

一刻も早い生活の再建のため、

各種施策に取り組んできまし

た。令和 3 年 7 月に応急仮設

住宅の撤去は完了し、今年度は

住宅支援策も一定の区切りを

迎える節目にあたります。 

 

 この間、多くの皆様に御協力 

をいただいたことに深く感謝

するとともに、将来来る災害に

対し、今回の経験を伝えること

を目的として、この度住宅復興

関連事業の記録を取りまとめ、

県ホームページで公表するこ

とにしました。 

 

詳しい内容は、県ホームペー 

ジから御覧ください。 

ページ番号 

1062948 

https://www.pref.iwate.jp/ku

rashikankyou/kenchiku/saiga

i/tsunami/1062948/index.ht

ml 

 

 東日本大震災津波における、建築住宅課の住宅復興の取組を取りまとめ、令和 5 年 3

月に公表しました。 

 この記録誌は、本県の住宅復興を御支援いただいた多くの方々への謝意と、将来来る

災害への備えを目的として編集したものです。 

目 次 

第１章 発災から応急仮設住宅まで 

第２章 災害公営住宅の整備 

第３章 自力再建支援等の取組 

第４章 震災復興を振り返って 

附章 資料集 

検索 

「岩手の住宅の復興を考える」講演会 

プレハブ型の仮設住宅（陸前高田市） 
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美しい県土づくりＮＥＷＳ 2023 年３月号  

復興道路等については、主要地方道大船渡綾里三陸線赤崎工 

区（大船渡市）、県道丸森権現堂線下船渡工区（同市）の２箇所 

が 7 月までに開通し、計画していた復興関連道路等 93 箇所す 

べての整備が完了しました。 

全線開通した復興道路の整備効果や沿線の魅力を発信する 

「いわて復興道路フェスタ」を宮古市で 8 月に開催しました。 

 

 
 
 

 

県土整備企画室 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 

港湾の整備・利活用  
宮古港の出崎地区に、４月に「しおかぜ公園」がオープンし 

ました。出崎地区の観光交流拠点施設としての機能向上を目的 

に、昭和 63 年度から整備が進められてきたもので、約 2.6ha 

の埋め立てを行い、遊覧船ターミナルとともに完成しました。 

 

 

令和５年３月 11 日で東日本大震災津波の発災から 12 年が経過しました。 

県土整備部は、被災地の一日も早い復興に向けて、インフラの復旧や整備等に取り組んで

います。今号では、復興に向けた令和４年度の主な取組をご紹介します。 

 

 

東日本大震災津波からの復興に向けて 
～令和４年度 県土整備部の取組状況～ 

復興道路等の整備      ～県が整備する復興関連道路等が全線開通～ 
 

海岸保全施設等の復旧・整備 ～約 97％の地区で完成～ 
 

防潮堤や水門等については、県土整備部では 73 地区で整備 

を進めています。今年度は、茶屋前水門（大船渡市）など３地 

区、計 71 地区(約 97％)が完成しました。 

津波発生時に現地で人が操作することなく、安全かつ迅速・ 

確実に閉鎖できる「水門・陸閘自動閉鎖システム」は、２月末 

までに 214 箇所中 206 箇所が運用しています。 

津波防災施設の仕組みや効果、東日本大震災津波後の教訓を 

活かした施設整備の取組などを学んでもらうために、津波防災 

施設の見学や出前授業を実施しています。 

 

 

第２期アクションプラン ―復興推進プランー の取組  
県は、これまでの取組の成果を踏まえ、三陸のより良い復興の実現のために必要な取組を定

めた、第 2 期アクションプラン―復興推進プラン―（計画期間Ｒ５～R8）を令和 5 年 3 月に

策定しました。県土整備部では、本プランに基づき、復旧・整備を進めている津波防災施設の早

期完成や港湾を活用した産業促進などの取組を実施していきます。 

 

いのちを守り 
海と大地と共に生きる 
ふるさと岩手・三陸の創造 

目指す姿 
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